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　気象庁刊行物の中現在刊行されているもので，

ものを，若干の解説を加えて紹介する．

「天気」の読者に関係あると思われる気象に関係した主な

　1．　資料関係

　（1）気象庁月報（M・nthly　Rep・rt　of　The　Japan

Mete・rol・gical　Agency）：monthly；1892年一（1967年

1月，括弧内は最新刊）一

　全国気象官署150余ケ所（東京の気象庁本庁を中心に，

地方機関として札幌，仙台，東京，大阪，福岡の5ヵ所

に管区気象台，函館，舞鶴，神戸，長崎の4ケ所に海洋

気象台があり，また管区気象台の下部組織として，44の

地方気象台と，1航空地方気象台および57測候所，7航

空測候所がある）の地上気象観測資料であつて，内容

はsummary，ten－dayreportおよびdailydataの3部

からなっており，気象要素の基本的資料である．

　（2）気象庁年報（Amual　Report　ofJMA）：annua1；

1886年一（1966年）一

　第1部と第2部にわかれており，第1部には全国気象

官署の地上気象観測資料のうち主として月の統計値，年

の統計値および半旬の統計値を集録したもので，巻末に

永年気候観測による統計値を入れてある．第2部は地上

気象観測資料の統計結果のうち，主として階級別日数や

回数，最大値最小値の順位など特殊な統計結果を集録し

たものである．

　（3）気象要覧（Geophysical　Review）：monthly；

1900年一（1966年4月）一

　気象，海洋，地震，火山，地球電磁気および空中電気

について，その月の状態の概要を集録したもので，1ケ

月間の毎日の9時における縮刷天気図，大気大循環，気

候状態，天気状態，異常気象，高層状態，農業気象およ

び気象摘要表が記載されている．

　（4）上高層月報（Aerological　Data　ofJapan，

Radiosonde　and　Wind　Alo丘）：monthly；1950年一

　（1967年1月）一
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　全国気象官署15ケ所を主とし，自衛隊など部外をも加

えた高層気象観測地点における高層大気の観測資料であ

って，内容は3部にわけられ，指定気圧面の高度，温

度，湿度，露点，風向および風速，特異点の気圧，気温

および湿度，さらに各粁毎の高さの高層風の資料が集録

されている．なお，付録として・ケットゾソデや大気オ

ゾソの資料が記載されている巻号もある．

　これと別に5年ごとに次のものが刊行されている．

　Aerological　Data　ofJapan，5－Year　Pcriod　Averages）：

every5years；1951年一（1961年一1965年）

　地上，指定気圧面，OOCおよび一200C面の高層気象

観測値（高度，気圧，気温，湿度，露点温度および風）

の月，時別統計値が記載されている．

　（5）　日射報告（R．ep・rt　of　Radiati。n　Observatbn）

annual；1959年一（1963年）一

　前に“PyrheliometricBulletin”および“Actinometric

Bulletin”の2誌が刊行されていたが，1959年から2誌

を統含して一つにしたものである．内容は2部に分けら

れ，第1部には直達日射の観測資料，第2部には全天輻

射の観測値が集録されている．

　（6）農業気象年報（Annual　Rep・rt　of　Agricultual

Mete・rology）：amua1；1940年一（1966年）一

　気象庁産業気象課で観測した資料を中心に農業気象関

係の資料が掲載されている．内容は気候概況，気象災

害，応用気候統計，農業気象観測および生物季節（動物

および植物）に分けて記載されている．

　（7）大気放射能観測成績（Bulletin　of　the　Atmos－

pheric　Radioactivity）：quarterly；1955年一（1966年1

月一3月）一

　大気放射能の観測結果を集録したもので，内容として

は雨水平均放射能，集塵器による浮遊塵埃の放射能，海

水の放射能および雨水ならびに自然落下塵埃の灰取紙に

よる放射能の観測値が記載されている．

　＜8）雨量報告（The　Rainfall　of　Japan）：every5

、天気”15．5．
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Years；1926年一1965年

　全国の観測所から報告された5年間の降水量観測値に

気象台および測候所の値を補足して編さんしたものであ

る．内容は各年の月および年降水量ならびにそれらの5

年間平均値を記載してある．

　（9）気温報告（The　Temperature　ofJapan）：・every

5years；1916年一1965年

　全国の観測所から報告された5年間の気温の観測値に

気象官署の値を補足して統計を行ない編さんしたもので

ある・内容は日最高気温，日最低気温の月および年の平

均値と年間の最高気温，最低気温とそれらの起日ならび

に5年間平均値を掲載してある．

　（10）観測所気象年報（Anmal　R．eport　ofJMA）：

annual；1968年一

　全国観測所の観測値および統計値を掲載していた全国

気象旬報（Daily　Climatological　Data　of　Japan）は昭

和39年12月限りで療刊となり，これに代るものとして昭

和40年より毎日の観測値は都道府県気象月報として各府

県区担当気象官署で刊行している．

　本年報は前記雨量報告，気温報告および全国気象旬報

などを統合整理して刊行することになったもので，全国

1560ケ所の観測所および気象官署で観測した値にもとづ

いて報告された月の統計値（年の統計値）を集録したも

のである・観測時刻は日本標準時の9時であり，巻末に

は寒候期における霜と雪の初日，終日を記してある．内

容は気温の平均，極，降水量の日最大，階級別日数，積

雪の日数，最深積雪，日照時間，平均風速である．

　（11）気象庁観測技術資料（Technical　Data　Series）：

irregular；1960年一

　統計的な技術資料であって不定期に刊行される．これ

までの気候表，気温資料，平均値，天気日数，雪の統計．降

水量の統計などが随時刊行されている．（185頁注　参照）

　（12）大雨予想資料（Data　fbr　the　Forecast　ofHeavy

Rainfalls）：anma1；1955年一（1964年）一

　台風による降雨資料および台風以外の気象現象による

大雨の資料をまとめたもので，大雨による気象災害対策

上の予報資料として，雨量予報，洪水予報などに利用す

るためのものである・内容は，気象台，、測候所および観

測所のどこかで日雨量100mm以上を観測したもののう

ち顕著な大雨時の代表的地上天気図，総雨図，全国雨量

表，地方別日雨量図および地方別毎時雨量表が集録され

てし・る．

　（13）図書月報（Meteorological　and　Geophysical

1968年5月
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　気象庁図書課に収集された国内外の図書，資料，文献

などの綿介誌である・内容は主要専門雑誌中の新着文献

の抄録の紹介，新しく入手した図書の目録，国内外の資

料（天気図類，観測データ類）にづいて解説を付した目

録，気象業務に関連ある文献を内外の雑誌，報告物，シ

リーズ物などから選出しUDCによる分類をして目録

としたものなどが主なものである．

　（14）　その他

　印刷天気図，台風経路図などの外，海洋関係としては

海洋気象観測資料，潮位表，潮汐観測，海況旬報，北太

平洋気候表があり，地震，火山関係では地震月報，火山

報告がある．一

　2．　調査研究関係

　（1）欧文彙報（Geophysical　Magazine）：quart“rly；

1926年一（1966年第3号）一

　おもに気象庁職員が行なった地球物理関係の調査，研

究報告を掲載する欧文雑誌で，原則として年4回刊行さ

れる・国内は勿論全世界の気象機関を初め，関係研究機

関，大学等に送付されている．なお，本誌には和文のア

ブス，トラクトがっいている。．，

　（2）研究時報（JoumalofMeteorologicalResearch）：

monthly；1949年一（1967年10月）一

　全国気象官署の職員が行なった気象およびそれに関連

した分野における技術的な研究，調査を掲載してある．

おもな内容は研究論文，報文および要報からなってい
る．

　a．研究論文，報文は研究，調査に関する報告

　b・要報は研究途上にあるものの簡潔な略報，すでに

刊行された論文についての議論，検討その他の短い報告

など

　論文は和文であるが欧文のアブストラクトがっいてい

る．

　（3）気象庁技術報告（Technical　Report　ofJMA）：

irregular；1960年一

　気象業務上の研究および調査のうち，特に技術的の調

査報告として不定期に随時刊行されるもので，気象業務

に必要な技術報告を掲載してある．その内容は大きな災

害を伴った台風，豪雨をはじめとして各種の異常気象な

どの報告であるが，日本で開催された雲物理，気象衛星

などに関する国際会議のproceedingもあり，広くこの

方面に関係する技術者，研究老の研究調査資料となって

いる．　（184頁注・参照）
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　（4）測候時報（WeatherServiceBulletin）：monthly；

1930年一（1967年11月）一

　気象事業の動きを全体としてとらえ，また気象事業と

他の事業部門との関連を理解することが必要であり，こ

の目的を果すために刊行されているものである．その内

容として次のようなものがあげられる．

　a．気象事業の総合的または部分的解説

　b．気象事業に関連する国内および国外諸機関の動静

　c．気象事業の円滑な運営に資するための指導解説

　d．その他雑報

　（5）その他

　海洋関係では欧文海洋報告，船と海上気象があり，地

震その他関係としては，験震時報，地磁気観測所要報な

どがある．

（注）

　気象庁技術報告

第1号：気象庁電子計算室（1960）：1959年夏季および

　　　　秋季における極東の順圧場ならびに台風の予報

　　　　について

第2号：気象庁統計課（1960）：任意地点の月平均気温

　　　　（累年平均値）の推定法

第3号：伊藤・磯部・都田・斉藤（1960）：数値予報

第4号：気象庁海洋気象部（1960）：伊勢湾高潮の総合

　　　　調査報告

第5号：山田・酒井（1960）：日本の飛行場の気象状態

第6号：仙台管区気象台（1960）：昭和33年台風第21号

　　　　および第22号調査報告

第7号：気象庁（1961）：伊勢湾台風調査報告

第8号：気象庁（1961）：昭和35年5月24日チリ地震津

　　　　波調査報告

第9号：函館海洋気象台（1961）：津軽海峡観測15年報

　　　　第1部表面海況

第10号：気象庁（1961）：1959年1～4月北海道海氷報告

第11号：気象庁海洋気象部・第三港湾建設局（1961）：

　　　　大阪湾高潮の総合調査報告

第12号：神戸海洋気象台（1962）：西日本における高潮

　　　　調査図表

第13号：福岡管区気象台・長崎海洋気象台・第七管区海

　　　　上保安本部（1962）：第2～4次突風協同観測

　　　　報告

第14号：気象庁（1962）：国際数値予報シンポジウム議

　　　　事録

第15号：気象庁長期予報管理官・気象研究所予報研究部

　　　　（1962）：500mb平均天気図と気象要素との

　　　　関孫

第16号：気象庁海洋気象部・第四港湾建設局（1962）：

　　　　瀬戸内海西部高潮の総合調査報告

第17号：気象庁海洋気象部（1962）：北太平洋海洋気候

6

　　　　表（1942～60年）第1部

第18号：気象庁海洋気象部・東京都港湾局（1962）：東

　　　　京湾高潮の総合調査報告

第19号：気象庁（1962）：1960年1～4月北海道海氷報

　　　　告

第20号：札幌管区気象台（1962）：1611～1960年の北海

　　　　道における地震活動

第21号：気象庁（1963）：世界気象機関主催地区国際熱

　　　　帯低気圧セミナー議事録

第22号：気象庁地震課（1963）：地震調査業務の機械化

　　　　につし・て

第23号：気象庁海洋気象部（1963）：北太平洋海洋気候

　　　　表（1942～1960年）第2部・

第24号：藤原・斉藤（1963）：気象資料の電子計算機に

　　　　よる処理と数値予報関係報告

第25号：気象庁（1963）：1960年度全国予報検討会報告

第26号：気象庁（1963）：昭和35年5月24日チリ地震津

　　　　波調査報告

第27号：気象庁（1963）：1957年7月下旬九州西部・中

　　　　部の大雨に関する報告

第28号：気象庁海洋気象部・第四港湾建設局（1963）：

　　　　有明海高潮の総合調査報告

第29号：気象庁（1963）：1961年1～4月北海道海氷報

　　　　告

第30号：気象庁（1964）：1962年1～4月北海道海氷報

　　　　告

第31号：長崎海洋気象台（1964）：東シナ海・黄海の旬

　　　　表面水温10年報（1953～1962）

第32号：気象庁統計課・東京管区気象台（1964）：東京

　　　　都60年間の異常気象（1901～1960年）

第33号：気象庁（1964）：昭和38年1月豪雪調査報告

第34号：気象庁（1964）：積雪累年気候表（1963年版）

第35号：気象庁（1964）：1963年4～6月の長雨調査報

　　　　告

、天気”15．5．
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第36号：気象庁海洋気象部・第三港湾建設局（1964）：

　　　　瀬戸内海中部高潮の総合調査報告

第37号：気象庁（1964）：狩野川台風調査報告

第38号：気象庁統計課（1965）：補正により均質化した

　　　　累年気候表

第39号：気象庁（1965）：1963年度全国予報技術検討会

　　　　報告一昭和38年1月豪雪についての検討

第40号：気象庁海洋気象部・第四港湾建設局（1965）：

　　　　関門海峡周辺の高潮総合調査報告

第41号：気象庁（1965）：昭和39年北海道・青森県の冷

　　　　害調査報告

第42号：舞鶴海洋気象台（1965）：若狭湾流動調査報告

第43号：気象庁（1965）：昭和39年6月16日新潟地震調

　　　　査報告

第44号：気象庁海洋気象部・第四港湾建設局（1965）：

　　　　鹿児島湾および八代海高潮の総合調査報告

第45号：気象庁（1965）：国際雲物理学会議議事録

第46号：高松地方気象台（1965）：四国周辺の高潮資料

　　　　と地盤変動

第47号：気象庁（1965）：WMO気象衛星セミナー議

　　　　事録

第48号：気象庁（1966）：1964年7月山陰・北陸豪雨調

　　　　査報告

第49号：気象庁（1966）：1963年1～4月北海道海氷報

　　　　告

第50号：大阪管区気象台（1966）：降雨予報に関する調

　　　　査報告

第51号：気象庁海洋気象部（1966）：北太平洋海洋気候

　　　　表（1961年）

第52号：気象庁（1966）；レーダエコー写真集

第53号：気象庁（1966）：1965年第23，24，25号台風調

　　　　査報告

第54号：気象庁（1967）第二室戸台風調査報告

第55号：気象庁地震課（1967）：日本における地震波の

　　　　走時および振幅

第56号：仙台管区気象台（1967）：宮城県60年間の異常

　　　　気象（1901～1960年）
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第57号：気象庁（1967）：東京国際空港気候表

第58号：富申地方気象台（1967）：富山県の風に関する

　　　　調査報告

第59号：気象庁（1967）：1964，1965年1－4月北海道、

　　　　海氷報告

　気象庁観測技術資料

第1号：日本の強雨福岡管区の部

第2号：日本の強雨大阪管区の部

第3号：日本の強雨東京管区の部

第4号：月別平年値気候表

第5号：旬別気候表

第6号：日本の暖冷房デグリーデー

第7号：日本の強雨仙台管区の部

第8号：日本各地の風速階級別日数表

第9号：山岳気候表

第10号：全国気温資料

第11号：主として農業のための気候表

第12号：日本の強雨　札幌管区の部

第13号：全国降水量資料

第14号：気候要素月統計値の自己相関および同時相関

第15号：暖冷房デグリーアワー

第16号：北海道の風の統計資料

第17号：正規型母集団の標本分布

第18号：河川上流地帯の降水量表

第19号：昼夜別天気日数　中部地方あ部

第20号：不快日数

第21号：時別平均値その一月別（毎時）の値

第22号：昼夜別天気日数　関東地方・近畿地方の部

第23号：雪の統計

第24号：昼夜別天気日数　中国・四国・九州地方の部

第25号：昼夜別天気日数，北海道・東北地方の部

第26号：時別平均値その2　月・日別の値

第27号：時別平均値その3　旬別・天気別の値

第28号：全国気温資料　月別累年平均値

第29号：全国気象年報　昭和40年全国気象表

第30号：全国降水量資料　月別累年平均値

第31号：外国気候表　気圧・気温・湿度・降水皇

1968年5月 7』


